
2008.1212
広　報広　報

2008.
【№048】【№048】

～森がすくすく、川がいきいき、人が元気～

主　な　内　容
でちこんか2008カメラスケッチ ････Ｐ２～５

ＴＯＷＮＮＥＷＳ ･････････････････Ｐ６～９

鬼北町財政状況中間報告ほか ･･･････Ｐ10～14

町政ＮＥＷＳ ･････････････････････Ｐ15～17

みんなの広場 ･････････････････････Ｐ18～19

くらしの情報・町民カレンダー ･････Ｐ20～23

舞
◎富
とん

母
も

里
り

神
かぐ ら

楽



邦楽ライブinきほく
　太鼓集団魁（鬼北町）、太鼓集団雅（宇和島市
津島町）、太鼓集団天邪鬼（東京都）、澤田勝成
社中（東京都）が和太鼓、三味線、民謡で競演し、
3,000人の観衆の前で素晴らしい演奏を繰り広
げました。

↑�

澤
田
勝
成
社
中
は
３
年
ぶ
り
４
回
目
の
出
演
。
三
味
線
の
刻
む
軽
快
な

リ
ズ
ム
と
音
色
、
共
演
し
た
プ
ロ
歌
手
・
菊
池
恵
子
の
伸
び
の
あ
る
歌

声
に
会
場
が
酔
い
し
れ
ま
し
た
。

↓�今回が初出演となる太鼓集団雅。樹齢900年の楠から作ら
れた樹根太鼓を使った迫力ある演奏を披露し、でちこんか
に新しい風を吹き込みました。

太鼓集団
　雅
MIYABI

澤田勝成社中
SAWADAKATSUNARISYACHUU



↓�オープニングとラストのステージを飾った鬼北町が誇る太
鼓集団魁。楽しみにしている全ての人の期待に応えるため、
全身全霊、魂を込めて太鼓を打ちました。

↓�
国
内
外
で
活
躍
す
る
プ
ロ
太
鼓
集
団
の
天
邪
鬼
。
12
回
目
の
出
演
と
な

る
今
回
も
、
卓
越
し
た
技
術
と
洗
練
さ
れ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
、
観

衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。

太鼓集団

天邪鬼
AMANOJAKU

◎でちこんか２００８

炎 の 祭 典
　今年で15回目を迎える鬼北町最大のイベント
「でちこんか」が10月18日と19日、奈良川河川
敷の特設会場で開催されました。
　18日に行われた炎の祭典・邦楽ライブinきほ
くでは、町内外から４団体が出演。

太鼓集団

魁
SAKIGAKE
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→早朝から多くの
来場者で賑わった
びっくり市。県内
外から約90店舗が
軒を連ね、食料品
や特産品など自慢
の品々を販売しま
した。

ん か
2008

←特産開発品審査
会で最優秀を受賞
した北宇和高校

→同審査で優秀賞
を受賞した鬼北町
生活改善協議会

◎過去最高の４万人が来場
　秋晴れの下開催された19日の「でちこんか」は、もちまきやびっくり市、アユ・マス・アマゴのつかみどり、
ジャンボきじ鍋など多彩なイベントを開催。特設ステージでは、昨年に引き続き、ＯＹＡＪＩ・けんざい
バンド、ダンスチーム広蓮、真美福田教室、極真空手鬼北道場、ソウルクリームらが出演し、会場を盛り
上げました。また、ＣＭソングでもおなじみの吉之助、イベント司会も務めた伊藤嘉晃の２人が共演し、
素晴らしい歌声に会場からは盛大な拍手と声援が送られました。
　今年のでちこんかは2日間で４万人の来場を記録するなど、例年以上の盛り上がりをみせました。
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で ち こ

←商工会青年女性
部が作ったきじ鍋。
2,500食分が来場者
に無料で振舞われ、
人気を集めました。

←奈良川で行われ
たアユ・マス・ア
マゴのつかみどり。
約3,000匹が放流さ
れ、多くの人がつ
かみどりに挑戦し
ました。
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①
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③
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記
録
更
新
目
指
し
小
学
生
ア
ス
リ
ー
ト
が
熱
戦

◎
平
成
20
年
度
北
宇
和
郡
小
学
校
陸
上
競
技
大
会　

　

北
宇
和
郡
小
学
校
陸
上
競
技

大
会
が
10
月
15
日
、
鬼
北
総
合

公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ

れ
、
郡
内
９
つ
の
小
学
校
か
ら

２
６
６
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
筒
井
亀
学
校
体

育
会
会
長
が
「
練
習
の
中
で
鍛

え
た
心
と
技
を
発
揮
し
、
よ
り

速
く
、
よ
り
高
く
、
よ
り
遠
く

へ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
頑
張
り
を
期

待
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
選

手
を
代
表
し
て
好
藤
小
学
校
の

兵
頭
七
海
さ
ん
が
「
普
段
の
努

力
を
信
じ
て
自
己
記
録
の
更
新

を
目
指
し
、
友
情
の
輪
を
広
げ

る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
力
強

く
選
手
宣
誓
を
し
ま
し
た
。
選

手
は
、
自
己
ベ
ス
ト
を
目
指
し

て
各
種
目
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。
本
町
勢
の
主
な
成
績

は
次
の
と
お
り
で
す
。
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し
、
新
津
昌
男
宇
和
島
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
株
式
会
社
代
表
取
締

役
社
長
は
「
こ
の
地
域
に
貢
献

で
き
る
こ
と
は
我
々
の
会
社
に

と
っ
て
も
非
常
に
あ
り
が
た
い

こ
と
。
難
し
い
問
題
も
、
三
者

の
話
し
合
い
に
お
い
て
解
決
し

て
い
き
た
い
」
と
今
後
の
抱
負

を
述
べ
ま
し
た
。

　

宇
和
島
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
株

式
会
社
は
、
テ
レ
ビ
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

提
供
と
施
設
の
維
持
管
理
な
ど

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今

後
、こ
の
協
定
に
基
づ
き
、サ
ー

ビ
ス
に
関
す
る
協
議
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

　

情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業

は
、
情
報
格
差
解
消
な
ど
を
目

的
に
、
平
成
21
年
度
か
ら
２
カ

年
か
け
て
町
内
全
域
に
光
フ
ァ

イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
網
を
整
備

し
、
テ
レ
ビ
放
送
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
、
防
災
行
政
放
送
な
ど

の
利
用
環
境
の
向
上
を
目
指
す

も
の
で
す
。
財
政
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
松
野
町
と
２
町
連

携
で
実
施
し
、
平
成
23
年
度
か

ら
の
運
用
開
始
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

　

情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
の

サ
ー
ビ
ス
提
携
業
者
が
宇
和
島

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
株
式
会
社
に

決
定
し
、
10
月
29
日
、
中
央
公

民
館
で
業
務
提
携
に
係
る
協
定

書
の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

調
印
に
先
立
ち
、
松
浦
甚
一

鬼
北
町
長
と
岡
武
男
松
野
町
長

が
あ
い
さ
つ
。
情
報
格
差
の
解

消
と
快
適
な
情
報
通
信
サ
ー
ビ

ス
の
実
現
に
期
待
を
寄
せ
た
上

で
、
住
民
の
望
む
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
が
得
ら
れ
る
よ
う
宇
和
島

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
株
式
会
社
に

要
請
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対

　

快
適
な
情
報
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
て

◎
鬼
北
地
域
情
報
通
信
サ
ー
ビ
ス
提
携
業
務
に
係
る
協
定
書
調
印
式　

　

明
る
い
町
づ
く
り
に
貢
献

◎
四
国
電
力
街
路
灯
贈
呈
式　

出
席
し
て
い
た
浦
田
征
雄
旭
町

区
長
へ
灯
具
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
四
国
電
力
株

式
会
社
が
毎
年
10
月
に
「
よ
ん

で
ん
グ
ル
ー
プ
ふ
れ
あ
い
旬

間
」
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い

る
も
の
で
、
明
る
い
ま
ち
づ
く

り
に
貢
献
し
よ
う
と
、
各
自
治

体
へ
街
路
灯
を
寄
贈
し
て
い
ま

す
。

　

今
回
寄
贈
を
受
け
た
街
路
灯

６
灯
は
、
事
前
調
査
で
希
望
の

あ
っ
た
旭
町
、
今
在
家
、
奈
良
、

上
川
地
区
へ
そ
れ
ぞ
れ
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

説
明
懇
談
会
が
ス
タ
ー
ト�

◎
鬼
北
地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業　

　

平
成
21
年
度
か
ら
工
事
を
開

始
す
る
情
報
通
信
基
盤
整
備
事

業
の
説
明
懇
談
会
が
11
月
４
日

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

11
月
11
日
に
行
わ
れ
た
上
鍵

山
地
区
の
懇
談
会
に
は
、
町
と

宇
和
島
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
株
式

会
社
、
住
民
ら
23
人
が
出
席
。

町
の
職
員
が
、
事
業
の
概
要
と

今
後
の
計
画
、
こ
の
事
業
に

よ
っ
て
可
能
に
な
る
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
ま

た
、
各
家
庭
が
負
担
す
る
こ
と

に
な
る
宅
内
工
事
費
用
、
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め

の
加
入
負
担
金
、
使
用
料
な
ど

を
説
明
し
ま
し
た
。

　

説
明
懇
談
会
は
、
来
年
３
月

ま
で
地
区
単
位
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
日
程
に
つ
い
て
は
、
事
前

に
回
覧
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼石川副支店長から灯具を受け取る浦田区長（左）

▼�

堅
い
握
手
を
交
わ
す
岡
松
野
町
長
、
新

津
宇
和
島
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
代
表
取
締

役
社
長
、
松
浦
鬼
北
町
長
（
左
か
ら
）

　

四
国
電
力
株
式
会
社
か
ら
町

へ
街
路
灯
の
寄
贈
が
決
ま
り
、

10
月
23
日
、
町
長
室
で
街
路
灯

贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
に
は
、
四
国
電
力
株
式
会

社
宇
和
島
支
店
、
町
関
係
者
ら

５
人
が
出
席
。
石
川
裕
司
副
支

店
長
が
「
明
る
い
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
」

と
述
べ
、
松
浦
町
長
に
目
録
を

手
渡
し
、
自
治
会
を
代
表
し
て

▼懇談会の様子

7 2008.12
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10
月
12
日
、
鬼
北
総
合
公
園

体
育
館
で
オ
ー
プ
ン
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
、
近

隣
市
町
か
ら
愛
好
者
が
参
加
し

ま
し
た
。
大
会
は
、
参
加
者
の

レ
ベ
ル
に
応
じ
て
８
部
門
で
実

施
。
参
加
者
は
、
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
出
し
、
好
試
合
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。

【
男
子
】
▼
一
部
①
林
正
俊
・

山
中
吏
（
オ
リ
ー
ブ
）
②
山
下

博
之
・
村
上
曜
介
（
Ｉ
Ｂ
Ｆ
）

▼
二
部
①
小
山
浩
之
・
城
山
勝

巳
（
ピ
エ
ロ
）
②
高
橋
正
敏
・

今
城
裕
希
（
ピ
エ
ロ
）
▼
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
部
①
西
田
祐

介
・
松
山
篤
志
（
ピ
エ
ロ
）
②

松
本
秀
治
・
谷
岡
一
仁
（
野
武

士
）

【
女
子
】
▼
二
部
①
森
田
文
子
・

細
川
紗
知
（
Ｉ
Ｂ
Ｆ
）
②
松
瀬

純
子
・
城
山
由
美
（
ピ
エ
ロ
）

▼
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
部
①

土
居
由
美
・
土
居
弘
実
（
西
土

佐
青
年
団
）
②
加
藤
絵
里
菜
・

田
中
加
代
（
Ｉ
Ｂ
Ｆ
）

【
混
合
】
▼
一
部
①
花
岡
敏
美
・

丸
山
明
理
紗
（
Ｉ
Ｂ
Ｆ
）
②
沖

田
健
治
・
武
田
聡
美
（
広
バ
ド
）

▼
二
部
①
芝
潤
・
細
川
紗
知（
Ｉ

Ｂ
Ｆ
）
②
城
山
勝
巳
・
松
瀬
純

子
（
ピ
エ
ロ
）
▼
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
部
①
今
城
裕
希
・
今

城
裕
子
（
ピ
エ
ロ
）
②
山
中
康

世
・
土
居
弘
実
（
西
土
佐
青
年

団
）

　
シ
ャ
ト
ル
緩
急
自
在
に
熱
戦

◎
第
４
回
鬼
北
オ
ー
プ
ン
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会　

　
県
内
外
の
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
が
集
う

◎
鬼
北
ラ
イ
オ
ン
ズ
杯
・
旗
争
奪
サ
ッ
カ
ー
大
会　

さ
ら
に
育
て
、
飛
躍
さ
せ
る
こ

と
が
私
た
ち
の
使
命
。
こ
れ
か

ら
も
新
し
い
歴
史
を
刻
め
る
よ

う
努
力
し
た
い
」
と
謝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

　

式
典
後
は
、
普
通
科
第
７
回

卒
業
生
で
日
本
郵
船
の
元
船

長
で
あ
る
宇
都
宮
康
博
さ
ん
が

「
船
長
、
母
校
へ
帰
る
」
と
題

し
て
講
演
。
船
が
果
た
す
役
割

や
船
の
し
く
み
な
ど
、
自
身
の

体
験
談
を
交
え
な
が
ら
話
し
、

「
い
ず
れ
社
会
に
出
る
と
き
が

く
る
が
、
夢
や
目
標
を
実
現
す

る
た
め
に
は
努
力
と
準
備
が
必

要
。
物
事
の
価
値
が
分
か
る
人

間
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
生
徒

に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

11
月
８
日
、
愛
媛
県
立
北
宇

和
高
等
学
校
の
創
立
70
周
年
記

念
式
が
同
校
体
育
館
で
開
催
さ

れ
、
生
徒
、
教
職
員
、
卒
業
生
ら

約
４
３
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
福
岡
孝
男
校
長

が
「
創
立
以
来
、
安
定
感
の
あ

る
教
育
を
進
め
て
こ
ら
れ
た
の

は
、
ご
理
解
ご
協
力
を
い
た
だ

い
た
地
元
の
皆
さ
ん
、
歴
代
教

職
員
、
同
窓
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
お

か
げ
。
今
後
も
、
生
徒
、
教
職

員
一
同
が
心
を
一
つ
に
し
、
元

気
の
あ
る
学
校
づ
く
り
に
精
進

し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
生
徒

を
代
表
し
て
、
伊
藤
亜
希
さ
ん

が
「
先
輩
方
が
築
い
て
こ
ら
れ

た
伝
統
を
守
る
だ
け
で
な
く
、

　

節
目
を
祝
い
決
意
新
た
に

◎
愛
媛
県
立
北
宇
和
高
等
学
校
創
立
70
周
年
記
念
式　

　

鬼
北
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が

主
催
す
る
サ
ッ
カ
ー
大
会
が
11

月
１
日
と
２
日
、
鬼
北
総
合
公

園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
、

県
内
外
か
ら
13
チ
ー
ム
が
参
加

し
ま
し
た
。
開
会
式
で
は
、
近

永
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
主
将
の
森

野
誠
也
く
ん
が
「
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
発
揮
し
、
正
々
堂
々

と
プ
レ
ー
す
る
こ
と
を
誓
い
ま

す
」
と
力
強
く
宣
誓
。
大
会
は

小
学
６
年
生
の
部
と
３
・
４
年

生
の
部
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
、

選
手
は
巧
み
な
ド
リ
ブ
ル
や
鋭

い
シ
ュ
ー
ト
を
見
せ
る
な
ど
練

習
で
磨
い
た
技
術
で
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
多
く
の
保
護
者

や
関
係
者
が
訪
れ
、
選
手
の
懸

命
な
プ
レ
ー
に
温
か
い
声
援
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。

▼式辞を述べる福岡校長

▼講演する宇都宮康博さん

▼ゴールを狙う近永スポーツ少年団の田中選手（中央）
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勇
壮
な
牛
鬼
が
町
内
を
練
り
歩
く

◎
愛
治
地
区
秋
祭
り　

　
旬
の
野
菜
や
特
産
品
が
ず
ら
り

◎
秋
の
大
収
穫
ま
つ
り
・
ゆ
ず
ま
つ
り　

　

伝
統
の
神
楽
披
露

◎
富
母
里
神
楽
奉
納　

　

10
月
26
日
の
三
島
地
区
を
皮

切
り
に
町
内
各
地
で
秋
祭
り
が

開
催
さ
れ
、
み
こ
し
、
牛
鬼
、

四
つ
太
鼓
、子
ど
も
相
撲
甚
句
、

鹿
踊
り
な
ど
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

11
月
３
日
に
行
わ
れ
た
愛
治

地
区
の
秋
祭
り
で
は
、
愛
治
活

性
化
集
団
来
夢
の
メ
ン
バ
ー
ら

が
早
朝
か
ら
牛
鬼
を
担
ぎ
、
爆

竹
を
鳴
ら
し
な
が
ら
地
区
内
を

練
り
歩
く
と
、
各
家
に
「
い
き

ま
っ
せ
ー
」
と
声
を
掛
け
、
玄

関
に
牛
鬼
の
頭
を
突
き
出
し
て

厄
払
い
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
天
満
神
社
の
御
旅
所

で
は
、
県
指
定
無
形
文
化
財
の

五
ツ
鹿
踊
り
と
国
指
定
重
要
無

形
民
俗
文
化
財
の
伊
予
神
楽
が

奉
納
さ
れ
、
見
物
客
は
伝
統
あ

る
踊
り
や
舞
を
堪
能
し
て
い
ま

し
た
。

　

11
月
８
日
、
父
野
川
の
黄
幡

神
社
で
富
母
里
神
楽
の
奉
納
が

あ
り
、
保
存
会
と
地
域
住
民
ら

約
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

富
母
里
神
楽
は
、
昭
和
50
年

頃
ま
で
富
母
里
地
区
の
お
祝
い

事
等
で
上
演
を
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、
会
員
の
高
齢
化
や
後
継

者
不
足
に
よ
り
一
時
中
断
。
伝

統
芸
能
と
し
て
保
存
伝
承
し
よ

う
と
、
平
成
３
年
に
地
元
の

若
者
を
中
心
に
保
存
会
が
結
成

さ
れ
、
現
在
ま
で
引
き
継
が
れ

て
い
ま
す
。
保
存
会
の
市
山
新

一
会
長
は
「
練
習
不
足
の
面
も

あ
る
が
、
最
後
ま
で
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
会

員
ら
が
鬼
や
天
狗
、
恵
比
寿
な

ど
に
扮
し
、
太
鼓
の
音
に
合
わ

せ
て
伝
統
の
神
楽
を
舞
い
ま
し

た
。
ま
た
、
伊
予
神
楽
か
ん
な

ぎ
会
の
会
員
に
よ
っ
て
伊
予
神

楽
も
奉
納
さ
れ
、
妖
艶
な
舞
が

観
客
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

▼富母里神楽　恵比寿の舞

　

日
吉
地
区
恒
例
の
秋
の
大
収

穫
ま
つ
り
・
ゆ
ず
ま
つ
り
が
11

月
３
日
、
日
吉
夢
産
地
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
地

元
の
農
家
が
作
っ
た
新
鮮
な
野

菜
や
特
産
品
、
郷
土
料
理
な
ど

が
販
売
さ
れ
た
ほ
か
、
特
産
品

の
ユ
ズ
を
使
っ
た
数
当
て
ゲ
ー

ム
、
ユ
ズ
し
ぼ
り
ゲ
ー
ム
、
も

ち
ま
き
な
ど
多
彩
な
催
し
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
松
山
市
か
ら
約
１

８
０
人
が
バ
ス
で
訪
れ
る
な
ど

町
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
来
場
。

新
鮮
な
野
菜
な
ど
目
当
て
の
商

品
を
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
日
吉
地
区
芸

能
発
表
会
が
同
会
場
で
行
わ

れ
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
上
で
各
種

文
化
団
体
に
よ
る
素
晴
ら
し
い

歌
や
踊
り
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

▼伊予神楽　うずめの舞 ▼富母里神楽　じゅうらせん

▼勢いよく駆け抜ける牛鬼 ▼ユズしぼりゲームに挑戦
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鬼北町財政 状況中間報告
「鬼北町財政状況の公表等に関する条例」に
より、平成20年４月１日～９月30日までの
財政状況を公表します。
　平成20年11月５日

鬼北町長　松浦　甚一

一般会計予算の執行状況 (単位：千円）
歳　　入 予 算 額 収入済額 執行率（％） 歳　　出 予 算 額 支出済額 執行率（％）

町 税 959,414 626,083 65.3 議 会 費 70,714 35,433 50.1

地 方 譲 与 税 98,200 28,752 29.3 総 務 費 1,912,301 608,034 31.8

利 子 割 交 付 金 5,300 2,816 53.1 民 生 費 1,623,356 570,901 35.2

配 当 割 交 付 金 3,200 906 28.3 衛 生 費 637,603 138,866 21.8

株式等譲渡所得割交付金 2,700 0 0.0 農 林 水 産 業 費 609,821 158,760 26.0

地方消費税交付金 99,300 58,950 59.4 商 工 費 42,122 20,605 48.9

自動車取得税交付金 37,800 11,044 29.2
土 木 費

22,175 22,172 100.0

地 方 特 例 交 付 金 10,303 10,303 100.0 478,394 135,377 28.3

地 方 交 付 税 3,589,600 2,489,548 69.4 消 防 費 54,214 24,480 45.2

交通安全対策特別交付金 1,900 1,076 56.6 教 育 費 446,418 170,078 38.1

分担金及び負担金
285 200 70.2

災 害 復 旧 費
11,126 9,050 81.3

113,821 43,362 38.1 12,015 9,093 75.7

使用料及び手数料 166,905 71,164 42.6 公 債 費 1,310,037 633,519 48.4

国 庫 支 出 金
7,500 7,500 100.0 諸 支 出 金 20 0 0.0

521,836 28,667 5.5 予 備 費 17,886 0 0.0

県 支 出 金
9,686 10,870 112.2

合 計
33,301 31,222 93.8

368,498 27,945 7.6 7,214,901 2,505,146 34.7

財 産 収 入 37,065 1,770 4.8

　※ 表枠内の２段書き上段は、前年度からの繰越事

業分です。

寄 附 金 470 110 23.4

繰 入 金 45,614 0 0.0

繰 越 金
1,230 1,230 100.0

52,276 52,277 100.0

諸 収 入 214,897 26,333 12.3

町 債
14,600 14,600 100.0

885,802 14,600 1.6

合 計
33,301 34,400 103.3

7,214,901 3,495,706 48.5

特別会計予算の執行状況 (単位：千円）
会　計　名 予 算 額 収入済額 支出済額

用 品 調 達 29,190 5,500 5,440

住宅新築資金等貸付事業 6,194 2,240 4,064

老 人 保 健 229,780 196,531 160,029

国 民 健 康 保 険 1,661,542 594,380 742,639

国民健康保険診療所 319,600 86,431 141,903

成川渓谷休養センター 62,700 25,249 24,076

節安ふれあいの森 4,600 2,683 2,729

農業集落排水事業 153,312 14,072 60,009

浄化槽市町村整備推進事業 56,555 5,710 16,928

介 護 保 険 1,252,272 474,561 525,980

日 吉 簡 易 水 道 43,223 10,493 21,090

後期高齢者医療保険 173,577 44,518 50,235

水道事業会計予算の執行状況 (単位：千円）

病院事業会計予算の執行状況 (単位：千円）

予 算 額 収入済額 支出済額
収益的収入 406,548 122,428 －

収益的支出 382,187 － 83,417

資本的収入 190,746 735 －

資本的支出 406,775 － 103,396

予 算 額 収入済額 支出済額
収益的収入 965,592 269,619 －
収益的支出 986,597 － 413,997
資本的収入 79,232 0 －
資本的支出 81,964 － 0
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鬼北町財政 状況中間報告平成20年度上半期

〔　平成20年４月１日～　〕　平成20年９月30日　　

基　金　の　状　況

基　本　財　産

一時借入金の状況

町　債　現　在　高
区　　　分 金　額

財 政 調 整 基 金 4億0,954万円

減 債 基 金 38万円

庁 舎 建 設 基 金 8,144万円

土 地 開 発 基 金 1億7,309万円

人 材 育 成 ふ る さ と 基 金 8,363万円

地 域 福 祉 基 金 3億2,380万円

中山間ふるさと・水と土保全基金 2,000万円

そ の 他 の 基 金 5億0,692万円

土 地 10,440,669.62㎡

建 物 105,536.59㎡

有 価 証 券 2億3,060万円

平成20年９月30日現在、一時借入金はありません。

区　　　分 金　額

一
　
般
　
会
　
計
　

一 般 公 共 事 業 3億2,828万円
一 般 単 独 事 業 21億5,935万円
公 営 住 宅 建 設 事 業 6億4,780万円
義務教育施設等整備事業 3億3,479万円
辺 地 対 策 事 業 5億3,848万円
災 害 復 旧 事 業 8,761万円
過 疎 対 策 事 業 24億4,537万円
地 域 改 善 対 策 事 業 159万円
財 源 対 策 債 5,192万円
減 税 補 て ん 債 1億8,574万円
臨 時 財 政 対 策 債 18億9,363万円
調 整 債 867万円
そ の 他 1億4,956万円

特
別
会
計

住宅新築資金等貸付事業 2,194万円
国 民 健 康 保 険 診 療 所 2,641万円

愛 治 診 療 所 270万円
三 島 診 療 所 1,874万円
日 吉 診 療 所 497万円

農 業 集 落 排 水 事 業 10億6,731万円
浄化槽市町村整備推進事業 1億1,343万円
日 吉 簡 易 水 道 3億5,355万円

水 道 事 業 39億7,227万円
病 院 事 業 1億5,860万円

宇和島地区広域事務組合財政状況の公表
　宇和島地区広域事務組合財政状況の公表に関する条例の規定
により、平成20年４月１日から平成20年９月30日までの上半期
における当組合財政状況を、次のとおり公表します。

一般会計予算の執行状況 （単位：千円）
歳　　　入 歳　　　出

款 予算現額 収入済額 款 予算現額 支出済額
1.分担金及び負担金 2,740,861 1,616,236 1.議 　会　費 830 34
2.使用料及び手数料 74,499 33,434 2.総 　務　費 180,128 77,514
3.国 庫支出金 46,250 0 3.民 　生　費 1,066,574 400,529
4.県 支 出 金 215,501 108,942 4.衛 　生　費 582,501 121,118
5.市 町支出金 474,642 228,030 5.農林水産業費 13,744 6,364
6.寄 　附　金 395 10 6.土 　木　費 21,601 9,109
7.繰 　越　金 4,526 165,895 7.消 　防　費 1,321,935 598,023
8.諸 　収　入 8,188 3,741 8.公 　債　費 367,949 181,004
9.組 　合　債 10,400 0 9.予 　備　費 20,000 0
合　計 3,575,262 2,156,288 合　計 3,575,262 1,393,695

と畜場特別会計予算の執行状況 （単位：千円）
      歳　　　入 歳　　　出

款 予算現額 収入済額 款 予算現額 支出済額
1.使用料及び手数料 6,311 2,912 1.と 畜 場 費 14,303 5,982
2.繰 　入　金 7,990 0
3.繰 　越　金 1 198
4.諸 　収　入 1 0
合　計 14,303 3,110 合　計 14,303 5,982

ふるさと市町村圏基金事業特別会計予算の執行状況（単位：千円）
      歳　　　入 歳　　　出

款 予算現額 収入済額 款 予算現額 支出済額
1.財 産 収 入 11,500 6,305 1.ふるさと市町村圏基金事業費 19,997 3,667
2.繰 　越　金 8,497 13,942
合　計 19,997 20,247 合　計 19,997 3,667

介護保険事業特別会計予算の執行状況 （単位：千円）
歳　　　入 歳　　　出

款 予算現額 収入済額 款 予算現額 支出済額
1.サービス収入 2,462,465 840,355 1.サービス事業費 2,510,744 1,105,877
2.使用料及び手数料 80,116 27,825 2.公 　債　費 219,857 109,927
3.寄 　附　金 50 410
4.繰 　入　金 181,117 0
5.繰 　越　金 1 379,575
6.諸 　収　入 6,852 3,113
合　計 2,730,601 1,251,278 合　計 2,730,601 1,215,804

財産の概要
種　　　類 区　　　分 平成20年９月30日現在

公　有　財　産
土　　　　 地 239,190.04㎡
建　　　　 物 56,050.80㎡

基　　　　　金

ふ る さ と
市 町 村 圏 基 金

2,000,000千円

介護保険事業特別
会計財政調整基金

35,928千円

組合債の現在高（平成20年９月30日現在） （単位：千円）
会　計　別 目　　的　　別 借　入　先

一般会計

民　　生　　債 147,544 財務省
衛　　生　　債 134,068 財務省、総務省
土　　木　　債 741,688 財務省・総務省、市中銀行他
消　　防　　債 516,674 市中銀行、共済組合
小　　計 1,539,974

特別会計
介護保険施設債 1,741,027 財務・総務省、公庫
小　　　計 1,741,027

計 3,281,001

平成20年10月31日
 宇和島地区広域事務組合　　

組合長　石橋　寛久
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平成19年度決算の概要

こう使いました　町のお金
地方自治法第233条第６項の規定により、平成
19年度決算の概要を公表します。

鬼北町長　松浦　甚一

　

５
月
末
日
の
出
納
閉
鎖
に
お
い

て
、
平
成
19
年
度
の
財
政
状
況
を

ま
と
め
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

普
通
会
計
で
は
、
歳
入
総
額
66

億
９
，
３
９
９
万
円
、
歳
出
総
額

65
億
８
，
１
５
６
万
円
、
差
引
額

１
億
１
，
２
４
３
万
円
と
な
り
、

翌
20
年
度
へ
の
繰
越
事
業
財
源
１

２
３
万
円
を
除
い
た
実
質
収
支
は

１
億
１
，
１
２
０
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
前
年
度
の
実
質
収
支
を

差
し
引
い
た
実
質
単
年
度
収
支
は

△
６
，
２
０
８
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
前
年
度
の
実
質

収
支
１
億
８
，
０
８
８
万
円
の
う

ち
１
億
円
を
今
後
の
財
政
運
営
に

備
え
る
た
め
、
19
年
度
へ
の
繰
越

金
と
せ
ず
、
財
政
調
整
基
金
に
積

み
立
て
た
た
め
で
す
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
税
収
が
税

源
委
譲
等
に
よ
り
増
額
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
所
得
譲
与
税
の
廃
止

な
ど
に
よ
り
全
体
と
し
て
は
前
年

比
３
億
３
，
３
２
４
万
円
の
減
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。
歳
出
に
つ
い

て
は
、
新
規
事
業
と
し
て
ア
ル

コ
ー
ル
工
場
跡
地
の
整
備
事
業
１

億
７
，
７
５
５
万
円
等
を
実
施
し

依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況

ム
リ
・
ム
ダ
を
省
い
た
行
財
政
運
営
へ
！
　

ま
し
た
が
、
全
体
と
し
て
は
前
年

比
２
億
６
，
３
２
９
万
円
の
減
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
歳
入
の
増
加
は
見
込
め

ず
厳
し
い
財
政
運
営
が
続
く
と
予

想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
事
業
の
厳

選
を
行
う
と
と
も
に
住
民
サ
ー
ビ

ス
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
な
く
ム

リ
・
ム
ダ
を
省
い
た
行
財
政
運
営

に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

普通会計の決算（総務省提出資料より）
歳入総額 66億9,399万円
歳出総額 65億8,156万円
歳入歳出差引 1億1,243万円
翌年度に繰り越すべき財源 123万円
実質収支 1億1,120万円
実質単年度収支 △6,208万円

＊ 普通会計とは･･･一般会計+住宅新築資金等貸付事業特
別会計+成川渓谷休養センター特別会計+節安ふれあ
いの森特別会計の４会計を合計したものをいいます。

歳　出　65億8,156万円 歳　入　66億9,399万円

総務費
7億6,362万円
12％

議会費
6,922万円
1％

民生費
15億1,257万円

23％

衛生費
7億3,322万円
11％

農林水産業費
6億1,478万円

9％

土木費
7億3,648万円
11％

公債費
12億8,684万円

20％

その他
3億5,871万円

5％

教育費
5億612万円
8％

教育費
5億612万円
8％

地方交付税
34億4,546万円

51％

町債
7億5,593万円
11％

町税
9億4,364万円
14％

県支出金
3億1,564万円

5％

国庫支出金
3億4,484万円

5％

使用料及び
手数料

2億5,035万円
4％

地方譲与税
1億141万円
2％

諸収入
2億453万円
3％ その他

3億3,219万円
5％
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用
語
解
説

●�

地
方
交
付
税
：
町
の
財
政
状
況
に
応
じ
て
国
か

ら
交
付
さ
れ
た
お
金

●�

町
債
：
特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
に
借
り
入
れ

た
お
金
（
借
金
）

●�

町
税
：
町
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
、
町
民
の
皆

さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
お
金

●�

県
支
出
金
：
特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
に
、
県
か

ら
交
付
さ
れ
た
負
担
金
・
補
助
金
な
ど
の
お
金

●�

国
庫
支
出
金
：
特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
に
、
国

か
ら
交
付
さ
れ
た
負
担
金
・
補
助
金
な
ど
の
お
金

●�

使
用
料
及
び
手
数
料
：
町
の
施
設
の
使
用
や
、
住

民
票
の
交
付
な
ど
、
特
定
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
た
人
に
負
担
し
て
い
た
だ
い
た
お
金

●�

分
担
金
及
び
負
担
金
：
町
の
事
業
で
特
定
の
利

益
を
受
け
た
人
に
負
担
し
て
い
た
だ
い
た
お
金

●�

民
生
費
：
社
会
福
祉
や
医
療
助
成
、
保
育
所
運
営

費
な
ど
、
安
定
し
た
社
会
生
活
を
保
障
す
る
た
め

に
使
っ
た
お
金

●�

公
債
費
：
町
が
借
り
入
れ
た
町
債
（
借
金
）
の
返

済
に
使
っ
た
お
金

●�

農
林
水
産
業
費
：
農
業
、
林
業
、
水
産
業
の
振
興

に
使
っ
た
お
金

●�

総
務
費
：
庁
舎
の
維
持
管
理
や
戸
籍
、
徴
税
、
選

挙
、
監
査
事
務
な
ど
、
町
の
総
括
的
な
事
務
に

使
っ
た
お
金

●�

衛
生
費
：
健
康
診
断
や
各
種
健
診
、
ご
み
処
理
な

ど
、
健
康
で
衛
生
的
な
生
活
環
境
を
保
つ
た
め
に

使
っ
た
お
金

●�

土
木
費
：
道
路
、
河
川
、
公
園
、
町
営
住
宅
な
ど

の
整
備
や
維
持
管
理
に
使
っ
た
お
金

●�

教
育
費
：
小
中
学
校
、
社
会
教
育
や
保
健
体
育
な

ど
、
教
育
各
般
に
使
っ
た
お
金　

●
議
会
費
：
議
会
の
運
営
な
ど
に
使
っ
た
お
金

●
そ
の
他
：
商
工
費
、
消
防
費
、
災
害
復
旧
費

町債現在高
一般会計

一 般 公 共 事 業 債 3億6,374万円
一 般 単 独 事 業 債 22億9,242万円
公営住宅建設事業債 6億3,924万円
義務教育施設整備事業債 3億6,825万円
辺 地 対 策 事 業 債 5億8,837万円
災 害 復 旧 事 業 債 9,462万円
過 疎 対 策 事 業 債 26億3,180万円
地域改善対策特定事業債 230万円
臨 時 財 政 特 例 債 3,535万円
財 源 対 策 債 5,917万円
減 税 補 て ん 債 1億9,475万円
調 整 債 959万円
臨時税収補てん債 4,948万円
臨 時 財 政 対 策 債 19億3,072万円
県 貸 付 金 3,000万円
そ の 他 5,596万円

特別会計・企業会計
住宅資金新築等特別会計 2,537万円
国民健康保険診療所特別会計 2,986万円
日吉簡易水道特別会計 3億6,767万円
農業集落排水事業特別会計 11億0,334万円
浄化槽市町村整備推進事業特別会計 1億1,523万円
水 道 事 業 会 計 40億6,946万円
病 院 事 業 会 計 1億5,860万円

基金の状況（５月31日現在）
財 政 調 整 基 金 3億4,954万円
減 債 基 金 38万円

土 地 開 発 基 金
うち現金1億7,309万円
2億1,401万円

人材育成ふるさと基金 8,363万円
地 域 福 祉 基 金 3億2,380万円
庁 舎 建 設 基 金 8,144万円
育英資金貸付基金 2,137万円
そ の 他 の 基 金 3億2,773万円

基本財産（普通会計）
土 地 10,441,225.62㎡

建 物 105,536.59㎡

有 価 証 券 2億3,060万円

会計別執行状況
会　計　名 収入済額 支出済額 差引 一般会計からの繰入金

一 般 会 計 66億3,554万円 65億2,326万円 1億1,228万円

特
　
別
　
会
　
計

用 品 調 達 1,503万円 1,503万円 0万円
住宅新築資金等貸付事業 794万円 783万円 11万円 245万円
老 人 保 健 17億6,902万円 17億1,575万円 5,327万円 1億4,238万円
国民健康保険 18億2,592万円 17億7,869万円 4,723万円 1億4,459万円
国民健康保険診療所 3億1,373万円 3億1,336万円 37万円 4,540万円
成川渓谷休養センター 5,365万円 5,361万円 4万円 340万円
節安ふれあいの森 502万円 502万円 0万円 230万円
農業集落排水事業 1億5,190万円 1億5,182万円 8万円 7,760万円
浄化槽市町村整備推進事業 3,970万円 3,967万円 3万円 1,000万円
介 護 保 険 12億3,473万円 12億2,125万円 1,348万円 1億9,158万円
日吉簡易水道 6,691万円 6,683万円 8万円 4,365万円

水道事業会計 総収益 総費用 差　引 一般会計からの補助負担金
（収益的収支） 3億8,303万円 3億6,607万円 1,696万円 1億1,000万円
（資本的収支） 4,939万円 2億9,975万円 △2億5,036万円 4,800万円
病院事業会計 総収益 総費用 差　引 一般会計からの補助負担金
（収益的収支） 8億6,254万円 9億2,532万円 △6,278万円 895万円
（資本的収支） 5,160万円 5,645万円 △485万円 1,290万円

町民税と町民負担の状況
項　目 金　額 一人当たり 構成比

町 民 税 4億0,815万円 3万3,137円 43.3％
固 定 資 産 税 4億4,202万円 3万5,887円 46.8％
軽 自 動 車 税 2,989万円 2,427円 3.2％
市町村たばこ税 6,358万円 5,162円 6.7％

合　計 9億4,364万円 7万6,613万円 100.0％

平成19年度主な事業
公営住宅延川団地整備事業 近永アルコール工場跡地整備事業



142008.12

財政健全化判断比率および資金不足比率の概要
　平成19年６月地方公共団体の財政の健全化に関する法律（以下「健全化法」という。）が制定され、平
成19年度決算から財政指標（健全化判断比率及び資金不足比率）の議会報告および公表、さらには平成
20年度決算から早期健全化基準および財政再生基準、経営健全化基準以上となった場合に財政健全化計
画等の策定が義務付けられることになりましたので、次のとおり公表します。

（１）平成19年度決算に基づく健全化判断比率
健全化判断比率 早期健全化基準 財政再生基準

①実質赤字比率 － 15.00％ 20.00％

②連結実質赤字比率 － 20.00％ 40.00％

③実質公債費比率 19.5％ 25.0％ 35.0％

④将来負担比率 165.0％ 350.0％

　※ 実質赤字額または連結実質赤字額がない場合、実質公債費比率または将来負担比率が算定されない
場合は、「－」を記載しています。

　①実質赤字比率　　「－」該当なし
　　 　一般会計等（鬼北町の場合、一般会計、用品調達特別会計、住宅新築資金等貸付事業特別会計、
成川渓谷休養センター特別会計、節安ふれあいの森特別会計）を対象とした実質赤字額の、標準財
政規模（標準的に収入しうる「経常一般財源」の大きさで、「標準税収入額＋普通地方交付税額＋地
方譲与税＋臨時財政対策債発行可能額」で求められる）に対する比率であり、これが生じた場合に
は赤字の早期解消を図る必要があります。

　②連結実質赤字比率　　「－」該当なし
　　 　地方公共団体において基本となる行政サービスを行う一般会計だけでなく、国民健康保険や介護
保険などの公営事業会計および水道や病院などの公営企業会計も含めて計算した実質赤字額の標準
財政規模に占める割合です。

　③実質公債費比率　　【19.5％】
　　 　一般会計等が発行した地方債の元利償還金に加えて、水道や病院などの公営企業会計、農業集落
排水事業や簡易水道事業などの特別会計が発行した地方債の元利償還金に対する繰出金、広域事務
組合などの一部事務組合が発行した地方債の元利償還金に対する負担金など（以下「準元利償還金」
という。）の標準財政規模に対する比率です。言い換えれば、収入のうちどのくらいを借金の返済に
あてているかの財政負担の程度を示す指標です。

　④将来負担比率　　【165.0％】
　　 　一般会計、特別会計および一部事務組合等で起こした地方債のほか、債務負担行為に基づく支出
予定額や退職手当支給予定額、また、設立した地方公社や第三セクター法人の負債額や債務保証額
等について、一般会計が将来負担すると見込まれる額の標準財政規模に占める割合です。

（２）平成19年度決算に基づく資金不足比率
特別会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準

①水道事業会計 －

20.00％

②病院事業会計 －

③日吉簡易水道特別会計 －

④農業集落排水事業特別会計 －

⑤浄化槽市町村整備推進事業特別会計 －

　※資金不足比率が算定されない場合は、「－」を記載しています。
　資金不足比率　　「－」該当なし
　 　対象となる会計は、公営企業法適用の会計として水道事業会計と病院事業会計の2会計、公営企業法
非適用の特別会計として日吉簡易水道特別会計、農業集落排水事業特別会計と浄化槽市町村整備推進
事業特別会計の3会計で合計5会計となります。各会計とも資金不足が生じていないため、「－」該当な
しとなっています。
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町政
　ＮＥＷＳ

お問い合わせは、鬼北町役場☎45-1111または日吉支所☎44-2211まで。

鬼
北
町
臨
時
職
員
募
集

総
務
課　

内
線
２
３
３

国
民
年
金
保
険
料

納
付
の
ご
案
内

町
民
課　

内
線
２
１
６

募
集
職
種

　

①
一
般
事
務
補
助
等　

②
保
育
士

　

③
調
理
師　

④
看
護
師　

　

⑤
保
健
師　

⑥
運
転
手
（
大
型
車
）

　

⑦
ボ
イ
ラ
ー
技
師　

⑧
校
務
員

　

⑨
接
客
員　

⑩
宿
直

　

⑪
労
務
職　

⑫
作
業
所
指
導
員

募
集
人
員

　

い
ず
れ
の
業
務
も
若
干
名

募
集
期
間

　

11
月
17
日
㈪
〜
12
月
５
日
㈮

勤
務
時
間

　

終
日
ま
た
は
パ
ー
ト

応
募
資
格

○ 

鬼
北
町
に
住
所
を
有
す
る
者
、
ま

た
は
、
採
用
決
定
後
鬼
北
町
に
住

所
を
移
す
こ
と
が
可
能
な
者

○ 

地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
該
当
し

な
い
者

○
資
格
要
件

　

 

募
集
職
種
の
④
〜
⑦
に
つ
い
て
は
、

資
格
を
有
す
る
者
。
募
集
職
種
の

②
と
③
に
つ
い
て
は
、原
則
と
し
て
、

当
該
職
種
の
資
格
を
有
す
る
者
。

○ 

年
齢
要
件
（
平
成
21
年
４
月
１
日

現
在
）

　

 

募
集
職
種
の
①
②
④
⑤
に
つ
い
て

は
、
18
歳
以
上
59
歳
以
下
の
者
。

そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
、
18
歳
以

上
64
歳
以
下
の
者
。

応
募
方
法

　

最
近
６
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
写

真
を
指
定
履
歴
書
に
貼
付
し
、
鬼
北

町
役
場
総
務
課
庶
務
係
に
提
出
。
有

資
格
者
は
、
資
格
証
等
の
写
し
を
履

歴
書
に
添
付
。

試
験
の
日
時

　

12
月
20
日
㈯
お
よ
び
21
日
㈰

試
験
の
場
所

　

鬼
北
町
役
場

試
験
の
方
法

　

口
述
（
面
接
）
試
験

　

平
成
20
年
10
月
か
ら
愛
媛
県
内
の

社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
国
民
年
金

保
険
料
の
未
納
と
な
っ
て
い
る
方
に

対
す
る
「
電
話
や
文
書
に
よ
る
納
付

督
励
」
や
「
個
別
訪
問
に
よ
る
納
付

督
励
お
よ
び
保
険
料
の
収
納
業
務
」

に
つ
い
て
、
民
間
委
託
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、「
競
争
の
導
入
に
よ
る
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
改
革
に
関
す
る
法
律
」

に
基
づ
き
、
社
会
保
険
庁
が
行
っ
て

き
た
事
業
に
民
間
事
業
者
の
参
入
機

会
を
拡
げ
、
民
間
事
業
者
の
創
意
工

夫
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
に
よ
り
、
低

コ
ス
ト
で
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
目
指
す
「
市
場
化
テ
ス
ト
事
業
」

と
し
て
導
入
さ
れ
た
も
の
で
、
社
会

保
険
庁
（
愛
媛
社
会
保
険
事
務
局
）

か
ら
委
託
を
受
け
た
民
間
事
業
者
が

皆
さ
ん
の
年
金
受
給
権
を
確
保
す
る

た
め
電
話
や
文
書
、
戸
別
訪
問
な
ど

で
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
の
ご
案

内
を
行
っ
て
い
ま
す
。

納
付
督
励
業
務
を
行
う
民
間
事
業
者

日
立
キ
ャ
ピ
タ
ル
債
権
回
収
株
式
会

社　

☎
０
２
２
・
２
１
１
・
７
２
９
０

（
仙
台
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
発
信
専
用

番
号
）

◎ 

民
間
事
業
者
に
提
供
す
る
個
人
情

報
は
、
納
付
督
励
を
行
う
上
で
必

要
と
な
る
国
民
年
金
保
険
料
の
未

納
者
情
報
に
限
定
し
て
お
り
、
ま

た
、
取
り
扱
い
に
つ
い
て
も
「
個

人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律

（
平
成
15
年
法
律
第
57
条
）」
や
本

事
業
に
係
る
委
託
契
約
等
に
よ

り
、
目
的
外
使
用
や
閲
覧
、
漏
洩
、

複
写
等
を
禁
じ
る
な
ど
厳
格
な
安

全
管
理
措
置
を
講
じ
て
い
ま
す
。

◎ 

民
間
事
業
者
の
電
話
に
よ
る
納
付

督
励
に
つ
い
て
は
、
民
間
事
業
者

が
設
置
し
た
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
県
外
の
拠
点
）
か
ら
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
一
定
の
所
得
が
あ
り
な
が

ら
再
三
の
納
付
督
励
に
も
応
じ
な
い

方
に
対
し
て
、
最
終
催
告
状
の
送
付

を
行
い
、
さ
ら
に
督
促
状
を
発
行
し

て
指
定
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
な
い

狩
猟
期
間
の
開
始
に
つ
い
て

産
業
課　

内
線
２
６
６

　

11
月
15
日
㈯
か
ら
狩
猟
期
間
に
入

り
ま
し
た
。
期
間
は
、
来
年
２
月
15

日
㈰
ま
で
で
す
。（
た
だ
し
、
イ
ノ
シ

シ
・
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
つ
い
て
は
３
月

15
日
㈰
ま
で
）

　

期
間
中
は
、
当
町
で
休
猟
区
に
指

定
さ
れ
て
い
る
父
野
川
休
猟
区
と
御

開
山
休
猟
区
で
も
、
特
例
に
よ
り
イ

ノ
シ
シ
と
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
狩
猟
が
行

わ
れ
ま
す
。
山
に
入
ら
れ
る
方
は
、

明
る
い
服
装
で
、
音
を
出
す
た
め
の

ラ
ジ
オ
を
携
帯
す
る
な
ど
、
事
故
防

止
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

資
格
商
法
の
ト
ラ
ブ
ル

（
二
次
被
害
も
！
）

産
業
課　

内
線
２
６
１

方
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
険
事
務
所

の
職
員
が
強
制
徴
収
（
差
押
え
）
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

 

愛
媛
社
会
保
険
事
務
局
宇
和
島
事

務
所　

☎
22
・
５
４
４
０
㈹

資
格
商
法
と
は

　

仕
事
中
の
勤
務
先
や
自
宅
に
、
資

格
取
得
講
座
の
受
講
を
勧
め
る
電
話

を
執
拗
に
か
け
て
き
て
、「
受
講
す
る
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保
育
所
入
所
申
込
書
の
配
布
・

受
付
を
行
い
ま
す

町
民
課　

内
線
２
１
７

配
布
・
受
付
期
間　

　

12
月
１
日
～
12
月
27
日

（
27
日
は
保
育
所
の
み
）

　

入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
町
民

課
ま
た
は
町
内
各
保
育
所
に
備
え
付

け
て
あ
る
「
保
育
所
入
所
申
込
書
」

と
「
家
庭
状
況
申
告
書
」
に
必
要
事

項
を
ご
記
入
の
上
、
希
望
す
る
保
育

所
に
提
出
く
だ
さ
い
。（
継
続
入
所
の

場
合
は
、「
家
庭
状
況
申
告
書
」
の
み

で
結
構
で
す
）
例
年
よ
り
早
く
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
と
き
に
、
保
護
者
の
就
労
状

況
に
応
じ
て
「
雇
用
証
明
書
」、
そ
の

年
の
源
泉
徴
収
票
の
写
し
（
ま
た
は

確
定
申
告
の
写
し
）
の
提
出
が
必
要

で
す
。
な
お
、
源
泉
徴
収
票
お
よ
び

確
定
申
告
の
写
し
に
つ
い
て
受
付
期

間
中
に
提
出
で
き
な
い
場
合
は
、
後

日
で
も
問
題
あ
り
ま
せ
ん
が
、
必
ず

揃
い
次
第
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
定
員
に
余
裕
が
な
い
場
合
や

必
要
書
類
が
す
べ
て
提
出
さ
れ
な
い
場

合
は
希
望
す
る
保
育
所
に
入
所
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
年
度
途
中
に
お
い
て
、
や
む

を
得
な
い
事
情
に
よ
り
家
庭
で
子
ど
も

を
保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た

場
合
は
、
随
時
入
所
申
込
書
の
受
付
を

行
い
ま
す
。

保
育
所
入
所
基
準

○ 

児
童
の
親
が
家
庭
外
で
仕
事
を
す
る

こ
と
が
普
通
な
の
で
、
そ
の
児
童
の

保
育
が
で
き
な
い
場
合

○ 

児
童
の
親
が
家
庭
で
児
童
と
離
れ
て

日
常
の
家
事
以
外
の
仕
事
を
す
る

こ
と
が
普
通
な
の
で
、
そ
の
児
童

の
保
育
が
で
き
な
い
場
合

○ 

死
亡
、
行
方
不
明
、
拘
禁
な
ど
の

理
由
に
よ
り
親
が
い
な
い
家
庭
の

場
合

○ 

親
が
出
産
の
前
後
、
病
気
、
負
傷
、

心
身
に
障
害
が
あ
る
な
ど
、
そ
の

児
童
の
保
育
が
で
き
な
い
場
合

○ 

そ
の
児
童
の
家
庭
に
長
期
に
わ
た

る
病
人
や
心
身
に
障
害
の
あ
る
人

が
い
る
た
め
、
親
が
い
つ
も
そ
の

看
護
に
あ
た
っ
て
お
り
、
そ
の
児

童
の
保
育
が
で
き
な
い
場
合

○ 

火
災
、
風
水
害
、
地
震
な
ど
の
災

◎ご意見
　合併して住民サービスが悪くなりました。
◎回答
　財政が逼

ひっぱく

迫し、また、地方分権により県から
いろいろな事務が移譲される中で、自主財源の
少ない小さな自治体が存続することは極めて難
しい状況です。「お互い手を取り合って、何と
か頑張ろう。」ということで、鬼北町が誕生し
ました。特に日吉地区は役場が支所になった
ことで、今まで日吉村の中で済んでいたこと
が、近永まで行かなければならない場合もあり、
サービスが悪くなったと感じておられる方が多
いのではないでしょうか。町としても、住民の
皆様とともに鬼北町をより住みよい町にするた
めに、できる限りの努力をしていきます。支所、
公民館を大いにご利用いただき、ご協力をお願
いします。

「ご意見箱」から

だ
け
で
簡
単
に
資
格
が
取
れ
ま
す
」

「
近
々
国
家
資
格
に
な
り
ま
す
」「
就

職
に
有
利
で
す
」
な
ど
と
勧
誘
し
、

講
座
の
受
講
や
高
額
な
教
材
の
購
入

を
迫
る
も
の
で
す
。

資
格
商
法
ア
レ
コ
レ

　

行
政
書
士
、
旅
行
業
務
取
扱
主
任

者
、
宅
地
建
物
取
引
主
任
者
、
中
小

企
業
診
断
士
な
ど
の
資
格
講
座
・
教
材

が
主
な
も
の
で
す
が
、
最
近
で
は
ネ

イ
リ
ス
ト
の
資
格
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

資
格
商
法
の
二
次
被
害

　

過
去
に
資
格
講
座
関
連
の
契
約
を

し
た
こ
と
の
あ
る
人
が
、「
過
去
の
講

座
が
終
了
し
て
い
な
い
の
で
必
要
で

す
」
と
以
前
の
契
約
が
継
続
し
て
い

る
か
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
新
た
な
講

座
を
勧
誘
さ
れ
た
り
、「
解
約
す
る
に

は
手
続
が
必
要
で
す
」
な
ど
と
偽
り

の
説
明
を
受
け
解
約
手
数
料
を
払
わ

さ
れ
た
り
す
る
『
二
次
被
害
』
の
ト

ラ
ブ
ル
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

予
防
と
対
策

○ 

契
約
す
る
意
思
が
な
い
の
な
ら
、

毅
然
と
し
た
態
度
で
き
っ
ぱ
り
と

断
り
ま
し
ょ
う
。

○ 

契
約
し
た
業
者
か
ら
講
座
に
必
要

な
商
品
等
が
引
き
渡
さ
れ
、
支
払

い
が
終
わ
っ
て
い
れ
ば
、
た
と
え

資
格
を
取
得
し
て
い
な
く
て
も
契

約
は
終
了
し
て
お
り
、
継
続
や
終

了
の
手
続
き
費
用
は
要
り
ま
せ
ん
。

○ 

電
話
勧
誘
で
契
約
し
た
場
合
、
契

約
書
面
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら
８

日
間
の
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間

が
あ
り
ま
す
。
困
っ
た
時
は
、
す

ぐ
に
最
寄
り
の
相
談
窓
口
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
窓
口

　

愛
媛
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
９
・
９
２
５
・
３
７
０
０



17 2008.12

害
が
あ
り
、
そ
の
家
屋
を
失
っ
た

り
破
損
し
た
り
し
た
た
め
、
そ
の

復
旧
の
間
、
児
童
の
保
育
が
で
き

な
い
場
合

乳
児
（
０
歳
児
）
保
育

　

乳
児
（
６
カ
月
以
上
）
の
保
育
は
、

近
永
保
育
所
・
さ
く
ら
保
育
所
・
み

ど
り
保
育
所
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

早
朝
保
育

　

早
朝
保
育
は
、
月
〜
土
曜
日
の
間
、

午
前
７
時
30
分
か
ら
全
保
育
所
で
実

施
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
両
親
・

祖
父
母
と
も
に
午
前
８
時
以
降
の
登

所
が
困
難
な
家
庭
に
限
り
ま
す
。

い
の
こ
り
保
育

　

い
の
こ
り
保
育
は
、
月
〜
金
曜
日

の
間
、
午
後
６
時
ま
で
町
内
全
保
育

所
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

次
に
掲
げ
る
児
童
と
し
ま
す
。

○ 

核
家
族
で
、
両
親
が
家
庭
外
勤
務

を
し
て
い
る
家
庭
の
児
童

○ 

両
親
が
家
庭
外
勤
務
で
、
祖
父
母

も
家
庭
外
勤
務
を
し
て
い
る
家
庭

の
児
童

○ 

両
親
が
家
庭
外
勤
務
で
、
祖
父
母

が
同
居
の
場
合
で
も
病
弱
ま
た
は

高
齢
で
送
迎
や
保
育
が
で
き
な
い

家
庭
の
児
童

○ 

母
子
・
父
子
家
庭
で
、
母
ま
た
は

父
が
家
庭
外
勤
務
を
し
て
い
る
家

庭
の
児
童

○ 

母
親
が
産
後
の
療
養
が
必
要
と
認

め
ら
れ
、
送
迎
や
保
育
が
で
き
な

い
家
庭
の
児
童

○ 

前
号
の
ほ
か
、
町
長
が
特
に
い
の

こ
り
保
育
が
必
要
と
認
め
た
家
庭

の
児
童

　

早
朝
・
い
の
こ
り
保
育
と
も
、
そ

れ
ぞ
れ
に
申
請
す
る
こ
と
が
必
要
な

た
め
、「
保
育
所
入
所
申
込
書
」
と
「
家

庭
状
況
申
告
書
」
等
と
併
せ
て
ご
提

出
く
だ
さ
い
。
な
お
、
早
朝
・
い
の

こ
り
保
育
に
か
か
る
追
加
保
育
料
は

無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎保育所一覧

保 育 所 名 所  在  地 電話番号 定　　　　　員
1歳未満児 1歳以上児 計

近永保育所 近永1215-1 45-0437 2 118 120
さくら保育所 奈良4070 45-0438 5 75 80
好藤保育所 東仲613-2 45-0003 0 50 50
清水保育所 清水1053 46-0230 0 40 40
小松保育所 延川38-1 48-0213 0 45 45
小倉保育所 小倉865-1 47-0530 0 35 35
みどり保育所 下鍵山303 44-2146 3 57 60

合　　　　計 10 420 430

　平成21・22年度に鬼北町が発注する建設工
事および物品の購入に係る競争入札または随
意契約の見積りに参加を希望する業者は、次
により申請してください。
申請の種類
（建設工事関係）　  土木・建築およびこれらに

関する工事・測量・設計
（物品等納入関係） 物品の製造の請負および

物品の納入など
申請の期間　 平成20年12月１日㈪～平成21年

１月30日㈮までの執務時間中
申請書提出先　役場企画財政課管財係
提出書類　
（建設工事関係）
◎工事については、
　県内業者　愛媛県様式
　県外業者　国土交通省統一様式
◎コンサルタントについては、
　県内・外業者ともに国土交通省様式

（物品等納入関係）
　県内・外業者ともに鬼北町指定様式
有効期限　 平成21年４月１日㈬～平成23年３

月31日㈭までの２カ年間
審査事項　 新規申請希望者は、２年以上の業

務実績があるなど経営状況につい
て、資格審査を行います。

（建設工事関係）
　建設工事関係の種類別年間平均完成工事
高・登記簿謄本・資本金・営業年数・経営規
模・直近１年間の経営事項審査結果通知書写・
納税証明書・使用印鑑届出書・許可番号およ
び許可年月日など
（物品等納入関係）
　登記簿謄本・資本金・営業年数経営規模・
営業資格証明書・納税証明書など
問い合わせ先　
　役場企画財政課管財係☎45-1111（内線272）
　http://www.town.kihoku.ehime.jp

建設工事・物品等納入業者の入札・見積り参加資格申請について
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12月生まれの鬼北っ子

ＨＡＰＰＹ

ＢＩＲＴＨＤＡＹ

小さくても元気いっぱいの涼くん。
これからもみんなを楽しませてね！

古ふ
る

用も
ち

　
涼

り
ょ
う

く
ん

（
１
歳
・
川
上
）

美空 お誕生日おめでとう！いつもたくさんの
笑顔をありがとう。翼兄ちゃんと仲良く元気
いっぱい大きくな～れ!!

善ぜ
ん

家け 

　
美そ

空ら

ち
ゃ
ん

（
２
歳
・
西
仲
）

ピカピカ笑顔がＣ
ｕｔｅなぴかちゃ
ん♡いつまでもそ
の笑顔を忘れない
でね♪

武
たけ

内
うち

 ひかりちゃん
（１歳・出目）

歩 お誕生日おめでとう！大好きなお姉ちゃん
達といつまでも仲良く、いっぱい遊んで大き
くなあれ。

水み
ず

谷た
に

　
歩

あ
ゆ
む

く
ん

（
１
歳
・
北
川
）

食べるの大好き♡ひゅうちゃん。にぃにと仲
良く、元気いっぱい大きくなぁ～れ！

渡わ
た

部な
べ

　
姫ひ

ゅ

羽う

ち
ゃ
ん

（
２
歳
・
奈
良
）

３歳の誕生日おめでとう！いつもニコニコ笑
顔でいっぱいお話してくれるげんちゃんがだ
～いすきです♡

岸き
し

本も
と

　
弦げ

ん

樹き

く
ん

（
３
歳
・
奈
良
）

アンパンマンが大
好きななみちゃん
おめでとう！これ
からも元気いっぱ
いのななみちゃん
でいてね！

松
まつ

宮
みや

 菜
な

々
な

美
み

ちゃん
（２歳・下鍵山）
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広 見 短 歌 会き ほ く 川 柳 会
介
護
中
旅
路
を
辿
る
秋
の
空 

宇
都
宮　

孝

楽
し
み
は
風
呂
に
宴
会
旅
の
宿 

武
田　

浅
美

フ
ル
ム
ー
ン
妻
よ
今
日
ま
で
あ
り
が
と
う 

都　
　
　

瞳

旅
先
の
親
切
と
ど
く
忘
れ
物 
畠
山　

千
歳

気
ま
ぐ
れ
な
風
は
い
き
な
り
向
き
を
変
え 
渡
辺　

光
男

甘
く
見
た
山
が
い
き
な
り
牙
を
剥
く 

栗
木　

一
郎

プ
ロ
ポ
ー
ズ
い
き
な
り
さ
れ
て
う
ろ
た
え
る 

那
須　

栄
山

い
き
な
り
の
猫
な
で
声
に
何
か
あ
る 

水
野　

貞
子

あ
れ
が
好
き
こ
れ
が
嫌
い
と
言
う
駄
々
子 

宇
都
宮
七
郎

好
き
な
相
撲
大
麻
の
為
に
や
め
さ
さ
れ 

大
西　

広
洋

親
の
恩
忘
れ
て
好
き
な
こ
と
を
言
う 

清
家　

厚
美

ワ
ゴ
ン
セ
ー
ル
大
好
き
指
紋
ま
き
散
ら
す 

宮
脇
マ
サ
エ

四
面
楚
歌
頭
の
中
の
湯
が
騒
ぐ 

若
宮　

賢
敬

頭
か
ら
否
定
偽
装
の
謎
合
わ
せ 

兵
頭　

紀
子

激
流
を
漕
い
だ
頭
も
ぼ
け
は
じ
め 

大
沢
和
希
子

頭
迄
つ
つ
い
て
し
ゃ
ぶ
る
祝
い
鯛 

大
野
モ
モ
ヱ

秋
立
ち
て
面
影
う
す
き
友
も
あ
り
中
卒
以
来
の
古
希
の
集
い
に 

伊
手
リ
ツ
ヱ

若
き
日
の
ス
リ
ム
な
ス
カ
ー
ト
古ふ
る

行こ
う

李り

の
底
に
ス
ル
メ
の
ご
と
固
く
あ
り

須
藤
ヒ
サ
ヱ

三
年
も
続
き
て
送
り
し
恩
師
と
友
我
が
思
い
で
の
中
に
顕た

ち
く
る 

蛭
谷　

寿
子

秋
立
つ
日
葬そ
う

送そ
う

の
曲
流
れ
い
て
百
五
歳
の
伯
母
を
送
り
ぬ 

武
田　

幸
子

携
帯
電
話
も
た
せ
ば
良
か
っ
た
と
ふ
と
思
ふ
一
周
忌
の
夫
の
声
が
き
き
た
い

渡
辺
キ
ヨ
子

孫
嫁
ぐ
祝
の
言
葉
は
祝
吟
と
壇
上
に
立
て
ば
心
ゆ
ら
ぎ
ぬ 

二
宮　

安
恵

秋
風
を
少
し
含
み
て
田
を
渡
る
黄
色
い
風
が
眠
り
を
誘
う 

佐
々
木
登
美
子

十
七
回
忌
孝
行
せ
ぬ
に
逝
っ
た
母
我
が
年
老
い
て
今
更
悔
い
ぬ 

兵
田
ト
ミ
子

盆
の
入
り
吾
れ
に
つ
き
く
る
蝶
あ
り
て
亡つ

夫ま

が
来
し
か
と
脳
裏
を
よ
ぎ
る

高
田　

治
子

亡
き
母
と
背
が
っ
こ
う
ま
で
似
た
老
婆
ま
な
こ
お
さ
え
て
し
ば
し
佇
た
た
ず
む

橋
本　

加
代

三
十
年
保
護
司
つ
づ
け
て
義
弟
は
こ
の
度
藍ら
ん

綬じ
ゅ

褒ほ
う

章し
ょ
うを
受
く 

山
本
ま
つ
ゑ

朝
咲
き
て
や
さ
し
く
い
や
し
く
る
る
花
芙
蓉
は
ひ
と
日
の
花
ゆ
え
哀
し

松
崎　

静
香

もうすぐクリスマスがやってきますね。
アメリカでは、クリスマスはお正月や独

立記念日よりも大切な日とされています。10月
31日のハロウィンが終わる頃から、街中がイル
ミネーションに彩られ始め、クリスマスの１ヶ
月前からは、どこに行ってもクリスマス一色に
染まっています。
　私も子どもの頃、クリスマスが大好きでした。
アメリカの家庭では、家の中に飾られた大きな
クリスマスツリーの下にいろんな人からもらっ
たプレゼントをたくさん置いていって、当日の
朝、家族みんなでそれを開けるのが一般的です。

私の家では、クリスマスイブにお父さんとお母
さんと一緒にまず１つだけ開けて、残りを当日
の朝、早起きをして開けていました。毎年お母
さんは、クリスマス前に私が欲しいものをリク
エストしても、「それは買わないよ！」と言っ
て、私をがっかりさせていましたが、それでも
プレゼントを開けるとそのおもちゃが入ってい
て、私はいつも驚かされました。
　また、アメリカには11月の第４木曜日に感
謝祭（Thanksgiving Day）と呼ばれる祝日があ
ります。その日は家族や親戚が集まって、七面
鳥やマッシュポテトなどのご馳走をみんなで囲
みながら、にぎやかに過ごします。大人になっ
た今では、私はクリスマスよりもそっちのほう
が懐かしく感じるようになりました。日本にも
11月には勤労感謝の日がありますが、アメリカ
のように盛大に祝う習慣はあまり見かけません
ね。でも、日本には１年間に、父の日や母の日
などたくさん感謝する日があるので、すごく良
いなと思います。「感謝する気持ち」それが一
番大切なことだと思います。

「Merry Christmas 2008!」

Christopher’s
Story №26
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INFORMATION

街角ギャラリー『なんでも館』案内板 検察審査会制度のご案内
　検察審査会制度は、各市町村の選挙人名簿をもとに、
広く民間人の中から、くじで選ばれた11人の検察審査
員が検察官の不起訴処分の善しあしを審査するという
制度です。あなたも審査員に選ばれることがあります。
　犯罪の被害にあった人、犯罪を告訴、告発した人で
検察官がその事件を起訴しないこと（裁判にかけてく
れない）に不服のある方は、だれでも検察審査会に申
立てをすることができます。審査の相談・申立てにつ
いての費用は一切無料で、秘密はかたく守られます。
問い合わせ先　宇和島検察審査会事務局☎22-1133

■  11月18日㈫～12月７日㈰
　【出展者】葛川福
　　「手芸品展」
■12月９日㈫～12月28日㈰
　【出展者】城利美
　　「パッチワーク・小物展」
開館時間　10時～13時、14時～17時
場　　所　近永南町バス停前
入　館　料　無料　
問い合わせ先　鬼北町商工会☎45－0813

お 知 ら せ

消 費 者 支 援 講 座

　商品を使ってみたけれど、チ
ラシに書いてあるような効果
がなかった。どこよりも安い
とチラシに書いてあったのに、
もっと安い店がいくつもあっ
た。このような不当表示の現状
やそれを規制する景品表示法
の概要についてお話します。
テーマ　私たちの暮らしと景
品表示法～広告の落とし穴、実
際と違うこんな表示がありま
した～
講師　公正取引委員会より派遣
日時　12月17日㈬13時30分～
15時
受講料　無料
場所　宇和島市天神町8-1　南
予地方局７階第１会議室
問い合わせ・申し込み先　
　 南予地方局総務県民課県民
生活係☎22-5211

えひめ防災の日（12/21）・
えひめ防災週間（12/17～23）

　12月21日は、昭和21年に「昭
和南海地震」が発生した日で

す。この日が、県防災対策基本
条例に基づき「えひめ防災の
日」と定められ、県、市町、消
防、自主防災組織など総ぐるみ
で、防災意識啓発や防災訓練等
に取り組むこととされていま
す。今後発生が心配されている
南海地震などの大規模災害が
起きたとき、県、市町、消防な
ど防災関係機関は、救援・救助
活動に全力を尽くしますが（公
助）、まずは、皆さん自身で自
分の身を守ることが不可欠で
す（自助）。しかし、ひとりや
家族の力ではどうにもならな
い状況もありますので、隣近
所や自主防災組織で助け合う
ことが大切になってきます（共
助）。
　防災週間には、次のことを行
いましょう。
◎ 家族やご近所同士で誘い
合って防災訓練やキャン
ペーンなどに参加
◎非常持出品の準備・確認
◎避難所や避難路の確認
◎ 家具等の転倒防止や家屋の
耐震化など

上場会社の株券電子化
2009年 １ 月 か ら 実 施

株券電子化により、株式の管理

や取引がより効率的になりま

す。

○ 管理面では、株券を手元で保
管することによる盗難・紛失
がなくなります。
○ 取引面では、偽造株券を取得
することがなくなります。
○ 株券の受渡しや株券取得の
都度の名義書換も不要にな
ります。
本人名義でない場合、株主の権

利が失われる可能性も。

　株券が電子化されると、上場
会社の株券は無効となり、株主
の権利は電子的に証券会社等
の金融機関の口座で管理され
ます。このとき、株券の名義が
本人以外の名義になっている
場合、株主としての権利（株式
価値、配当金の受け取りなど）
を失う場合があります。必ず名
義書換を行ってください。
問い合わせ先　日本証券業協会
☎03-3667-4500（平日９時～
17時）



21 2008.12

くらしの情報
募　　　集

催　　　し

広報きほく12月号の記事の中から問題を出しますので、広報をよく読んでクイズに挑戦してください！
すべての問題に正解した人の中から、抽選で３人に賞品を贈ります。

【問題1】�今年のでちこんかの来場者数は？　①２万人　②３万人　③４万人　
【問題2】鬼北町内の保育所の定員数は？　①410人　②420人　③430人
【問題3】四国電力から寄贈を受けた街路灯の数は？　①６灯　②８灯　③10灯

応募方法　�住所、氏名、電話番号、答え（記入例：問題１－③、問題2－①、問題3－②）、広報に対する
感想・要望を書いて、ハガキ・e-mail・ＦＡＸのいずれかで応募してください。

応 募 先　〒798－1395　鬼北町大字近永800番地1　鬼北町役場総務課「広報クイズ」係　
　　　　　e-mail　webmaster@town.kihoku.ehime.jp　　FAX　45－1119
締　　切　平成20年12月19日㈮必着　※当選者の発表は商品の発送をもってかえさせていただきます。

今月の賞品は　図書カード （500円分)　です！広報クイズ

自 衛 官

◎任期制自衛官
受験資格　18歳以上27歳未満
の人
受付期限　12月５日㈮
試験日　12月７日㈰
会場　陸上自衛隊松山駐屯地
一任期　２年～３年（複数任期可）
手当等　特例退職手当（任期満
了時）、期末・勤勉手当（年２回）
◎陸上自衛隊生徒
受験資格　17歳未満の男子（中
卒見込含む）
受付期限　平成21年１月６日㈫
第１次試験日　平成21年１月
10日㈯
第１次試験会場　愛媛県立宇
和島東高等学校
問い合わせ先　自衛隊宇和島
地域事務所☎23-5431

四国職業能力開発大学校
平成21年度一般入試学生

募集学科・定員　生産技術科
20人、電子情報技術科30人、

住居環境科20人
応募資格　高等学校を卒業し
た者（３月卒業見込み者を含む）
入試科目　数学（数学Ⅰ）、英
語（英語Ⅰ）
願書受付　平成21年１月20日
㈫～１月29日㈭消印有効
試験日　平成21年２月５日㈭
合格発表　平成21年２月18日㈬
問い合わせ先　四国職業能力
開発大学校学務課☎0877-24-
6255

技 能 市 場 な ん よ

日時　12月14日㈰10時～ 14時
場所　宇和島市柿原神の前
1712　愛媛県立宇和島高等技
術専門校
内容　
① 木工クラフト科・ソーイング
オペレーション科の作品展
示即売
② 木工クラフト科（木工科）修
了生作品展
③各種技能体験サービス
④ 親子ふれあいコーナー
問い合わせ先　愛媛県立宇和
島高等技術専門校☎22-3410

南予地域ＩＴリーダー養成講座

　県とＮＰＯ法人が協働して
南予地域で実施する、地域ＩＴ
リーダー養成講座（「シニア情
報生活アドバイザー養成講座」
㈶ニューメディア開発協会認
定）の受講希望者を募集しま
す。
日時　12月13日㈯～平成21年
１月24日㈯10時～17時（土曜
日に計５回開講します）
場所　近永公民館
講習内容　「地域でパソコンを
使ったインターネット講習会
やパソコンの相談等」を行える
技能を修得することができます。
募集人数　10人程度
費用　受講料は無料。テキスト
代2,500円は自己負担となりま
す。　
申込先・問い合わせ先　
　ＮＰＯ法人「e-えひめ」担
当（☎090-5141-0716）へ、12
月５日㈮までに、直接申し込
んでください。（メールの方は、
itehime@yahoo.co.jpまで）
　その他、ＩＴリーダーに関す
るお問い合わせは、愛媛県情報
政策課（☎089-912-2286）ま
でご連絡ください。
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ご寄付お礼
◎ひろみ奈良の里へ
　 広蓮／アンサンブル・ソレイユ／さくら保育所
園児／武田嘉英さん（成藤）／松田公代さん（宇
和島市）／武田光さん（北川）

◎近永愛児園へ
　 北宇和生コン／松本包美さん（成藤）／兵田ト
ミ子さん（下大野）／東洋軒きほく庵／愛媛県
南予地方局産業経済部産業振興課／宮﨑文尾さ
ん（近永）／小野明裕さん（国遠）
◎広見広楽荘へ
　 芝好廣さん（西野々）／広見中学校生徒
◎鬼北町社会福祉協議会へ
　 二宮亮太さん（出目）／谷口憲雄さん（小西野々）
／谷脇巖さん（近永）／青芝茂さん（出目）／
芝田ハナエさん（畔屋）／山口亀代徳さん（延
川）／瀧本和弘さん（近永）／武田嘉英さん（成
藤）／稲垣照美さん（下大野）／松本惠子さん
（小松）／矢藤喜美子さん（清延）／上川向日葵
会／西田俊二さん（下鍵山）／芝茂さん（延川）
／清家達史さん（出目）／宮崎敏春さん（近永）
／金子治夫さん（四国中央市）
　【福祉用具寄付】松本惠子さん（小松）
◎勝山荘へ
　 田中好子さん（宇和島市）／上大野老人クラブ
◎鬼北町ふるさと応援寄附金へ
　山本道利さん／山本和彦さん／山本町子さん

　

まち のうごき
人口  10月31日現在　（　）は前月比
総　数　　　１２，２２６人  　（－３２）
男　性　　　　５，６９１人　  （－１１）
女　性　　　　６，５３５人  　（－２１）
世帯数　　　　５，１６１世帯（－　３）

　広報きほく11月号に誤りがありました。
お詫びし、訂正いたします。
◎Ｐ3　ＴＯＷＮＮＥＷＳ
　鬼北スポーツレクリエーション祭2008
　（誤）松岡博典さん　（正）松浦博典さん

お詫びと訂正

日時および場所
　12月10日㈬
　　広島研磨工業㈱広見工場
　　　　　　　　　　10:00～11:30
　　北宇和病院　　　13:00～16:00

献血のお知らせ
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12月町民カレンダー
ＳＵＮ ＭＯＮ ＴＵＥ ＷＥＤ ＴＨＵ ＦＲＩ ＳＡＴ

１ ２ ３ ４ ５ ６
□英 19時～ 21時
■ 親子教室10時～

□犬 □ペ 近永・泉 ■ 人権の集い（広
見 体 育 セ ン
タ ー）13時30
分～

７ ８ ９ １０ １１ １２ １３
■ 防火デイ □英 19時～ 21時 □犬 

□ペ 日吉
□ペ 好藤・愛治・
　　三島

□教 ９時～ 17時
□古 近永　　

１４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０
□英 19時～ 21時
■ 日吉小中学校マ
ラソン大会

□犬 □ペ 近永・泉
□人 広見10時～、日
吉9時～

■ 体育協会長杯卓
球大会（鬼北総
合公園）8時40
分～

２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７
■ 体育協会長杯卓球
大会（鬼北総合公
園）8時40分～

□英 19時～ 21時 □犬 
□ペ 日吉

□ペ 好藤・愛治・
　　三島
 ■官庁仕事納め

□古 好藤・愛治

２８ ２９ ３０ ３１ 　□犬＝犬・ねこ引取日　□教=教育相談
　□ペ＝ペットボトル回収日　
　□古＝古紙（新聞・雑誌・ダンボール）回収日
　□英＝クリスの英会話教室　
　□人＝人権・心配ごと・行政相談

休日当番医 掲載後、変更になる場合があります。
最新の情報は保健福祉課へお問い合わせください。

■12月７日㈰ やくしじこどもクリニック ☎24-1386
岩城整形外科医院 ☎24-6211 市立津島病院 ☎32-2011
沖循環器内科医院 ☎25-3335 ■12月23日㈫
山下小児科 ☎23-0055 二宮整形外科 ☎25-8600
ふじいし医院 ☎58-4901 楠崎内科 ☎24-2211
■12月14日㈰ こおり小児科 ☎24-5633
林整形外科クリニック ☎23-0007 町立北宇和病院 ☎45-1221
松澤循環器科内科 ☎25-5858 ■12月28日㈰
こばやし小児科 ☎23-1150 加藤整形外科病院 ☎22-7111
松﨑クリニック ☎58-4828 石川循環器科内科 ☎20-0320
■12月21日㈰ 山下小児科 ☎23-0055
善家外科脳神経外科 ☎22-1484 岩村外科胃腸科 ☎52-3111
山本内科医院 ☎22-5100 ■11月30日㈰

保健だより
超音波検診

●12月３日㈬
　日吉保健センター　8:30 ～ 11:00
●12月４日㈭
　日吉保健センター　8:30 ～ 11:00

肺がんＣＴ検診
●12月２日㈫
　広見保健センター　9:00 ～ 15:00

３～４カ月児健康診断

●12月19日㈮
　広見保健センター　13:30～

心の健康相談日

日時　12月17日㈬10時～14時
場所　わかば作業所（小倉保育所前）
内容　 認知症、うつ病、思春期に関する

悩みなどの相談を受け付けます。
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11月に入ってから気温が下
がり、成川渓谷ではあちら
こちらで紅葉が始まり、11
月中旬にピークを迎えまし
た。

成川渓谷秋の訪れ

鬼
ふる

北
さと

の風景　№17

◎地域の話題
70歳のライダー 13,000キロの旅

　本誌2007年４月号で紹介した鬼北町小松の
民宿兼喫茶店「ＯＮ＆ＯＦＦ」のマスター野
村岩保さん（70歳）がバイクで全国を縦断。
約13,000㎞を走破し、９月28日に鬼北町へ帰
られました。
　以前の取材で「バイクで日本一周が目標」
と語っておられた野村さん。店を臨時休業と
し、愛車の500㏄のバイクに跨り、７月24日
に鬼北町を出発。最終地点の青森県までの長
い旅路の中で出会ったバイク乗りの中でも
「最高齢のライダー」だったそうです。
　約２カ月にわたる旅では、様々な人や風景
に出会うなど感動の連続。印象深い出来事と
して、死を求めてさまよう人と出会い、その
方から「あなたに会えて生きる勇気ができ
た」と言われたこと。また、松尾芭蕉の「静
けさや岩にしみいる蝉の声」で知られる山寺
で、亡くなられた奥さんの写真に「ここまで

来たよ」と語りかけると、周囲の人が涙を流
してくれたことなど。それ以外にも、多くの
思い出と約500枚の写真が記念になっている
そうです。70歳を迎えても青年のような若々
しさで様々なことに挑戦する野村さん。今後
の益々のご活躍を期待しています。

写真／柳野治示氏撮影

たわわに実った柿

↓
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